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	１．日計精算を行います。
	＜条件＞いつでも可能、＜使用する鍵＞ＭＡキー、＜鍵の位置＞設定
	①設定メイン画面で １ または 選択/確定 キーを押すと設定メニュー画面を表示します。
	↑新外税率
	⑩↓変換 キーを２回押し、「05奉仕料」にカーソルを合わせます。
	⑪奉仕料率を置数キーで置数し、選択/確定キーを押します
	⑫税率の設定が終わったら、完了キーを押します。
	【注意】
	・★★★　注1.変更日付について　★★★
	＜使用する鍵＞ＭＡキー、＜鍵の位置＞点検

